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社 会 と 倫 理

『
社
会
と
倫
理
』
総
目
次

『
現
代
社
会
に
お
け
る
技
術
と
倫
理
』

第
一
号 

（
一
九
八
五
年
）

「
現
代
社
会
に
お
け
る
技
術
と
倫
理
」 
阿
南
成
一

「
科
学
技
術
の
発
展
と
社
会
倫
理
」 

松
山
昌
司

「
近
代
産
業
技
術
と
そ
の
社
会
倫
理
的
帰
結―

新
し
い

技
術
革
新
に
よ
せ
て―

」 

野
尻
武
敏

「
技
術
と
倫
理―

J
・
S
・
ミ
ル
の
停
止
状
態
の
思
想
に
関
す

る
一
考
察―

」 

森　

茂
也

「
現
代
社
会
に
お
け
る
「
現
代
企
業
」
の
意
義
」

細
井　

卓

「
高
度
情
報
社
会
に
お
け
る
産
業
社
会
の
変
貌
と
日
本

の
進
路―

「
情
報
技
術
革
命
」
を
中
心
と
し
て―

」
家
本
博
一

第
二
号 

（
一
九
八
六
年
）

「
技
術
と
倫
理
の
接
点
」 

阿
南
成
一

「
現
代
社
会
に
お
け
る
技
術
と
倫
理―

科
学
・
技
術
は
現

代
社
会
に
お
い
て
倫
理
・
規
律
・
価
値
判
断
の
基
準
と
な

り
う
る
か―

」 

垣
花
秀
武 

（
コ
メ
ン
ト

：

卜
部
小
十
郎
）

「
技
術
社
会
の
福
音
化
を
目
指
し
て―

技
術
革
新
の
社
会

的
イ
ン
パ
ク
ト―

」谷
村
秀
彦 

（
コ
メ
ン
ト

：

佐
々
波
秀
彦
）

「
現
代
社
会
に
お
け
る
科
学
技
術
と
倫
理―

科
学
技
術

の
イ
ン
パ
ク
ト―

」 

吉
田 

裕 

（
コ
メ
ン
ト

：

松
山
昌
司
）

寄
稿

「
マ
ー
シ
ャ
ル
経
済
学
の
倫
理
的
性
格
」 

橋
本
昭
一

翻
訳

「
自
然
科
学
的
真
理
と
宗
教
的
真
理
」　

 
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク（
櫻
井
健
吾
訳
）

第
三
号 

（
一
九
八
七
年
）

「
ホ
モ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ク
ス
と
技
術
倫
理
」 

中
埜　

肇

「
技
術
倫
理
管
見
」 

阿
南
成
一

「
情
報
化
社
会
の
進
展
と
情
報
倫
理
」

前
川
良
博 

（
コ
メ
ン
ト

：

本
告
光
男
）

「
技
術
を
生
か
す
力
と
し
て
の
労
働
」 
猪
木
武
徳

「
現
代
社
会
と
「
状
況
倫
理
」」 

家
本
博
一

講
演

「
現
代
技
術
と
未
来
社
会―

共
通
す
る
も
の
は
？―

」

ロ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（
阿
南
成
一
訳
）

翻
訳

「
労
働
と
復
活―

そ
れ
ら
の
相
互
関
係
を
求
め
て―

」

ロ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
（
山
田　

秀
訳
）

第
四
号 

（
一
九
八
八
年
）

は
し
が
き 

阿
南
成
一

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
著
作
権
の
法
理
」 

阿
南
成
一

「
著
作
権
に
つ
い
て
の
覚
書―

習
慣
論
の
立
場
か
ら―

」

山
田　

秀

「
著
作
権
意
識
と
法
制
度
」 

阿
部
浩
二

「
芸
能
実
演
家
の
著
作
権
意
識
」 

小
泉　

博

質
疑
応
答

「
著
作
権
意
識
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」 

佐
野
文
一
郎

「
ビ
デ
オ
海
賊
版
の
実
情
・
背
景
・
対
策
」亀

井
寿
三
郎

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

「
個
人
の
録
音
機
や
録
画
機
の
利
用
状
況
と
著
作
権
意
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『社会と倫理』総目次

第
三
報
告
へ
の
特
定
質
問 

阿
南
成
一

一
般
討
論

論
説

「
技
術
と
倫
理―

ホ
モ
・
ウ
テ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ア
ー
に
つ

い
て―

」 

阿
南
成
一

「「
現
代
社
会
主
義
」と「
一
九
八
九
年
東
欧
民
主
革
命
」

―

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
」
を
中
心
と
し
て―

」
家
本
博
一

『
社
会
倫
理
研
究
』
第
一
号
（
一
九
九
二
年
）

「
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
の
課
題
（
そ
の
一
）
」

阿
南
成
一

「
社
会
回
勅
と
社
会
体
制―

レ
ー
ル
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ル
ム

一
〇
〇
年―

」 

野
尻
武
敏

「『
レ
ー
ル
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ル
ム
』
刊
行
の
意
義―

社
会
回

勅
の
一
〇
〇
年
を
振
り
返
っ
て―

」 

橋
本
昭
一

「
社
会
回
勅
『
チ
ェ
ン
テ
ジ
ム
ス
・
ア
ン
ヌ
ス
』
と

「
一
九
八
九
年
東
欧
革
命
」」 

家
本
博
一

〈
補
遺
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
」　

家
本
博
一
〉

「『
百
周
年
回
勅
』
の
今
日
的
意
義―

法
哲
学
的
観
点
か
ら

―

（
一
）」 

山
田　

秀

識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」　

社
会
倫
理
研
究

所
「
著
作
権
意
識
」
調
査
グ
ル
ー
プ

資
料

第
五
号 

（
一
九
九
〇
年
）

「
技
術
と
倫
理―

著
作
権
意
識
を
め
ぐ
っ
て
」 

阿
南
成
一

「
韓
国
に
お
け
る
改
正
著
作
権
法
の
内
容
と
問
題
点
」

 

韓　

勝
憲
（
尹　

龍
澤
訳
）

「
著
作
物
の
複
製
（
コ
ピ
ー
印
刷
、
録
音
、
録
画
）
に

関
す
る
複
製
機
器
の
利
用
状
況
、
著
作
権
制
度
に
関

す
る
知
識
、
著
作
権
意
識
の
ク
ロ
ス
集
計
」家

本
博
一

第
六
号 

（
一
九
九
一
年
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

：

技
術
と
倫
理

第
一
報
告

：「
産
業
技
術
の
革
新
と
人
間
」　

野
尻
武
敏

第
二
報
告

：「
新
し
い
時
代
の
技
術
の
課
題
」村

上
陽
一
郎

第
三
報
告

：「
エ
コ
・
エ
テ
ィ
カ
に
つ
い
て
」今

道
友
信

第
一
報
告
へ
の
特
定
質
問 

松
山
昌
司

第
二
報
告
へ
の
特
定
質
問 

卜
部
小
十
郎

『
社
会
倫
理
研
究
』
第
二
号
（
一
九
九
三
年
）

「
女
性
と
高
等
教
育―

十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
展
開―

」

橋
本
昭
一

「「
脱
社
会
主
義
」
改
革
の
基
本
性
格
と
問
題
性―

ポ
ー

ラ
ン
ド
「
一
九
九
〇
年
経
済
改
革
」
に
関
し
て―

」
家
本
博
一

〈
補
遺
1　

一
九
九
〇
年―

一
九
九
二
年
に
お
け
る
主
要
経
済
実

績　

補
遺
2　

一
九
九
〇
年
経
済
改
革
」
へ
の
総
合
評
価

家
本
博
一
〉

「『
百
周
年
回
勅
』
の
今
日
的
意
義―

法
哲
学
的
観
点
か
ら

―

（
二
）」 

山
田　

秀

平
成
四
年
度
（
一
九
九
二
年
度
）
活
動
報
告

『
社
会
倫
理
研
究
』
第
三
号
（
一
九
九
四
年
）

「
イ
ス
ラ
ム
の
社
会
倫
理
と
キ
リ
ス
ト
教
」

久
山
宗
彦

「「
脱
社
会
主
義
」
過
程
で
の
政
教
関
係―

ポ
ー
ラ
ン
ド

の
「
一
九
九
三
年
政
教
条
約
」―

」 

家
本
博
一

資
料

「
一
九
九
三
年
政
教
条
約
」―

『
宗
教
組
織
と
宗
教
教
育
に

関
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
と
バ
チ
カ
ン
市
国
の
国
家
条

約
』―

 

（
家
本
博
一
訳
）
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社 会 と 倫 理

平
成
七
年
度
（
一
九
九
五
年
度
）
活
動
報
告

『
社
会
と
倫
理
』
第
五
号
（
一
九
九
八
年
）

論
説

「
反
省
に
お
け
る
社
会
倫
理
学
」 

高
橋
広
次

「
発
展
す
る
共
同
善
と
正
義―

動
態
的
自
然
法
論
の
一
素
描

―

」 

山
田　

秀

「
ケ
テ
ラ
ー
の
社
会
主
義
批
判―

一
八
七
七
年
の
遺
稿

ノ
ー
ト―

」 

桜
井
健
吾

時
評
論
説

「
ア
ジ
ア
の
経
済
危
機
と
文
明
の
問
題
」　

野
田
宣
雄

学
界
展
望

「
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
ケ
ネ
デ
ィ
倫
理
学
研
究
所
紹

介
」 

土
田
友
章

「
第
四
回
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
し
て
」 

山
田　

秀

「
メ
ン
ヒ
ェ
ン
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会

科
学
中
央
研
究
所
を
訪
ね
て
」 

高
橋
広
次

社
会
倫
理
の
基
礎

は
じ
め
に

「
社
会
倫
理
学
」　

 

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
コ
ル
フ
（
高
橋
広
次
訳
）

「
自
然
法
」　

オ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ヘ
ッ
フ
ェ
、
ク
ラ
ウ

書
評

家
本
博
一
著
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
「
脱
社
会
主
義
」
へ
の
道

―

体
制
内
改
革
か
ら
体
制
転
換
へ―

』 

田
口
雅
弘

R
adicals versus G

radualists: C
ontroversies around 

S
ystem

ic Tran
sform

ation
 in

 P
olan

d in
 the 

1990s　

A
leksander Lukaszew

icz

E
u

ropean
 U

n
ion

 or E
u

ropean
 F

ortress: som
e 

T
hou

ghts on
 the E

u
ropean

 In
tegration 

Perspectives　

A
leksander Lukaszew

icz

『
社
会
倫
理
研
究
』
第
四
号
（
一
九
九
六
年
）

「
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
理
論
に
お
け
る
自
然
法
の
意
義―

カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
理
論
入
門―

」 

山
田　

秀

S
om

e E
th

ica
l P

rob
lem

s of th
e S

ystem
ic 

Transform
ation in E

astern E
urope: A

 W
ay 

from
 Pseudo-Socialism

 to Pseudo-C
apitalism

 

H
iroichi Iyem

oto

Socio-E
thical R

oles of the C
atholic C

hurch under the 

R
adical C

hanges in Poland: Social Integration 

an
d S

ocial C
on

flict M
ediation

　

H
iroichi 

Iyem
oto

平
成
五
年
度
（
一
九
九
三
年
度
）
活
動
報
告

平
成
六
年
度
（
一
九
九
四
年
度
）
活
動
報
告

ス
・
デ
マ
ー
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ホ
ラ
ー
バ
ッ

ハ
（
山
田　

秀
訳
）

「
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
論
」　

オ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ネ
ル
ブ
ロ
イ
ニ
ン
グ

 

（
桜
井
健
吾
訳
）

「
人
権
」　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ホ
ラ
ー
バ
ッ
ハ
、
ゲ

ア
ハ
ル
ト
・
ル
ー
フ
、ヨ
ヘ
ン
・
フ
ロ
ー
ヴ
ァ
イ
ン
、

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ー
バ
ー
（
高
橋
広
次
訳
）

「
人
間
の
尊
厳
」　

 

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
シ
ュ
タ
ル
ク
（
桜
井
健
吾
訳
）

社
会
倫
理
研
究
所
活
動
報
告 

高
橋
広
次

編
集
後
記 

桜
井
健
吾
・
山
田　

秀

『
社
会
と
倫
理
』
第
六
号
（
一
九
九
九
年
）

論
説

「
未
来
世
代
へ
の
責
任
と
種
の
法
理
」 

高
橋
広
次

「
生
命
へ
の
畏
敬
と
教
育
の
根
源―

林
竹
二
博
士
の
人
と

教
育
哲
学―

」 

山
田　

秀

「
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
る
国
家
・
経
済
の
「
神
学

的
」
把
握
」 

原
田
哲
史

時
評
論
説

「
欧
州
統
合
と
ド
イ
ツ―

近
刊
二
著
の
紹
介
を
中
心
に―

」

野
田
宣
雄
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『社会と倫理』総目次

『
社
会
と
倫
理
』
第
七
号
（
一
九
九
九
年
）

特
集　

大
学
教
育
の
倫
理

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
講
演
」
開
催
に
あ
た
っ
て高

橋
広
次

「
大
学
教
育
の
倫
理―

科
学
・
技
術
の
立
場
か
ら―

」

村
上
陽
一
郎

「
対
話
的
教
育
？
」 

大
森
正
樹

「
大
衆
社
会
に
お
け
る
大
学
教
育
」 

高
橋
広
次

「
大
学
教
員
の
倫
理
と
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト―

大
学
教
育
へ
の
意
味
と
意
義―

」
川
嶋
太
津
夫

「「
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
」
の
効
果
と
限
界
」林　

雅
代

「
専
門
家
と
大
学
教
育―

私
語
を
す
る
の
は
誰
か―

」
小
林
傳
司

「「
よ
ろ
ず
相
談
窓
口
」
か
ら
見
え
る
学
生
」原

田
和
子

「
大
学
教
育
と
青
年
の
心
的
諸
問
題
」 

長
谷
川
雅
雄

「
大
学
・
教
師
・
学
生
を
め
ぐ
る
関
係―

今
後
の
議
論
の

た
め
素
材
と
し
て―

」 

丸
山
雅
夫

時
評
論
説

「
い
ま
親
育
て
に
何
が
欠
け
て
い
る
か―
三
つ
子
の
魂
百

ま
で―

」 
泉　

ひ
さ

「
科
学
技
術
と
市
民―

佐
伯
啓
思
『「
市
民
」
と
は
誰
か
』
を

読
む―

」 

小
林
傳
司

「
キ
レ
や
す
い
現
代
人
考―

成
熟
の
た
め
の
時
間―

」
中
矢
俊
博

学
界
展
望

「
メ
ン
ヘ
ン
グ
ラ
ー
ト
バ
ッ
ハ
市
立
図
書
館
「
カ
ト

リ
ッ
ク
国
民
協
会
文
庫
」
探
訪
」 

増
田
正
勝

社
会
倫
理
の
基
礎

は
じ
め
に

「
労
働
者
か
ら
経
済
市
民
へ―

生
産
資
本
へ
の
参
加―

」　
 

ロ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ス
（
増
田
正
勝
訳
）

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
」　

 

ハ
ン
ス
・
マ
イ
ア
ー
（
桜
井
健
吾
訳
）

「
人
間
の
は
じ
ま
り―

遺
伝
子
工
学
と
生
命
倫
理
学
の
諸
問

題―

」　

 

ク
レ
メ
ン
ス
・
ブ
ロ
イ
ア
ー
（
高
橋
広
次
訳
）

「
今
日
に
お
け
る
教
会
の
社
会
的
使
命
に
つ
い
て―

そ

の
見
通
し
と
困
難
さ―

」

 

ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ェ
ツ
ラ
ー
（
久
松
英
二
訳
）

編
集
後
記 

山
田　

秀

学
界
展
望

「
第
六
回
「
倫
理
へ
の
勇
気
」
会
議
に
参
加
し
て
」

山
田　

秀

社
会
倫
理
の
基
礎

は
じ
め
に

「「
信
仰
の
自
由
」
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宗
教
神
学
的
考
察
」

宮
川
俊
行

「
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
課
題
と
し
て
の
宗
教
の
自
由
」　

 

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
（
桜
井
健
吾
訳
）

「
教
会
と
国
家
の
緊
張
関
係
の
な
か
の
宗
教
の
自
由
」

 

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
（
桜
井
健
吾
訳
）

「
国
家
と
宗
教
」

 

　

ヨ
ー
ゼ
フ
・
リ
ス
ト
ル
（
文
字　

浩
訳
）

「
家
族
の
再
発
見
」

 

ア
ン
ト
ン
・
ラ
ウ
シ
ャ
ー
（
高
橋
広
次
訳
）

活
動
報
告 

高
橋
広
次

編
集
後
記 

桜
井
健
吾

『
社
会
と
倫
理
』
第
八
号
（
二
〇
〇
〇
年
）

特
集　

キ
リ
ス
ト
教
社
会
論

「
キ
リ
ス
ト
教
社
会
論
」

 

ア
ン
ト
ン
・
ラ
ウ
シ
ャ
ー
（
桜
井
健
吾
訳
）

「
十
九
世
紀
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
哲
学
」
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「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
労

働
運
動
」 

松
下　

洋

「
日
本
の
会
社
と
経
営
倫
理
」 

山
田
經
三

「
コ
メ
ン
ト　

政
治
、
社
会
、
倫
理―

法
哲
学
の
立
場
か

ら―

」 

山
田　

秀

「
コ
メ
ン
ト　

近
代
世
界
に
お
け
る
社
会
倫
理
の
可
能

性
に
つ
い
て
」 

桜
井
健
吾

時
評
論
説

「
チ
ベ
ッ
ト
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
・
台
湾―

伝
統
的
中
華
帝

国
の
国
境
意
識
か
ら―

」 

三
浦
太
郎

社
会
倫
理
の
基
礎

「
社
会
回
勅
の
百
年
」

 

ア
ン
ト
ン
・
ラ
ウ
シ
ャ
ー
（
桜
井
健
吾
訳
）

「『
新
し
い
課
題
』
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
反
響
」

 

ロ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ス
（
高
橋
広
次
訳
）

「
人
格
性
、
連
帯
、
補
完
性
」

 
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ウ
シ
ャ
ー
（
山
田　

秀
訳
）

書
評

増
田
正
勝
著
『
キ
リ
ス
ト
教
経
営
思
想―

近
代
経
営
体

制
と
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
シ
ズ
ム―

』 

桜
井
健
吾

活
動
報
告 

高
橋
広
次

編
集
後
記 

桜
井
健
吾

 

ア
ン
ト
ン
・
ラ
ウ
シ
ャ
ー
（
高
橋
広
次
訳
）

「
所
有
制
の
自
然
法
的
基
礎
」 

野
尻
武
敏

「
経
営
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ャ
フ
ト
と
社
会
的
カ
ト
リ
シ

ズ
ム
」 

増
田
正
勝

「
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
」 

河
島
幸
夫

時
評
論
説

「
輓
近
遺
伝
子
議
論
の
一
素
描
」 

高
橋
広
次

社
会
倫
理
の
基
礎

は
じ
め
に

「
試
練
に
立
つ
社
会
国
家―

連
帯
性
と
補
完
性
の
相
克―

」
 

ロ
ー
タ
ー
・
ロ
ー
ス
（
島
本
美
智
男
訳
）

編
集
後
記 

山
田　

秀

『
社
会
と
倫
理
』
第
九
号
（
二
〇
〇
〇
年
）

特
集　

現
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
論

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て
」 

高
橋
広
次

「
政
治
権
力
と
道
徳―

マ
イ
ネ
ッ
ケ
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
、
ブ
ル

ク
ハ
ル
ト
を
手
が
か
り
に―

」 

野
田
宣
雄

「
市
場
経
済
モ
デ
ル
の
役
割
と
そ
の
限
界
」

猪
木
武
徳

「
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
世
俗
化
の
問
題
」

ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト

『
社
会
と
倫
理
』
第
十
号
（
二
〇
〇
一
年
）

論
説

「「
信
教
の
自
由
」
の
ト
マ
ス
主
義
社
会
倫
理
学
的
考

察
」 

宮
川
俊
行

「
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ウ
ッ
ツ
の
経
済
秩
序
倫
理
学
」

島
本
美
智
男

「
経
営
倫
理―

学
問
と
し
て
の
過
去
・
現
在
・
未
来―

」
山
田
經
三

「
大
学
教
育
の
倫
理―

人
文
学
の
視
点
か
ら―

」
土
田
友
章

時
評
論
説

「
生
活
協
同
組
合
の
位
置
と
役
割―

コ
ー
プ
こ
う
べ
の
実

践
か
ら―

」 

野
尻
武
敏

「
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
と
「
職
業
の
崩
壊
」」

野
田
宣
雄

「
多
文
化
主
義
M 

C
運
動
の
意
義
と
無
意
義―

差
別
反

対
か
ら
真
理
の
復
権
へ―

」 

澤
田
昭
夫

社
会
倫
理
の
基
礎

「
ド
イ
ツ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
国
民
協
会　

一
八
九
〇
年
～

一
九
三
三
年―

社
会
的
正
義
を
め
ざ
し
て―

」

 

ホ
ル
ス
ト
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ハ
ィ
ッ
ツ
ァ
ー

 

（
増
田
正
勝
訳
）

「
宗
教
、
芸
術
、
文
化
」
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の
コ
プ
ト
共
同
体
へ
の
影
響
」 

久
山
宗
彦

「
リ
ト
ル
ト
ン
は
至
る
所
に
あ
る―

新
し
い
心
理
学
的
研

究
は
昂
揚
し
た
自
己
価
値
感
情
が
暴
力
態
勢
を
危
険
な
ま

で
に
高
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る―

」

 

ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
（
高
橋
広
次
訳
）

倫
理
学
講
義

「
山
田
晶
先
生
の
「
倫
理
学
講
義
」
連
載
に
つ
い
て
」

桜
井
健
吾

「
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
に
つ
い
て
」 

山
田　

晶

社
会
倫
理
の
基
礎

「
社
会
回
勅
」 

ア
ン
ト
ン
・
ラ
ウ
シ
ャ
ー

 

（
桜
井
健
吾
、
大
橋
聡
訳
）

「
20
世
紀
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
哲
学
」

 

ア
ン
ト
ン
・
ラ
ウ
シ
ャ
ー
（
原
田
哲
史
訳
）

「
キ
リ
ス
ト
教
民
主
主
義
の
開
拓
者
ヴ
ィ
ン
ト
ホ
ル
ス

ト
（
一
八
一
二
年―

一
八
九
一
年
）」

 
ル
ド
ル
フ
・
モ
ル
ザ
イ
（
増
田
正
勝
訳
）

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
エ
シ
ッ
ク
ス
」

 

ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
ガ
ン
（
橋
本
昭
一
訳
）

社
会
倫
理
研
究
所
活
動
報
告 

高
橋
広
次

編
集
後
記 

高
橋
広
次

 

ハ
ン
ス
・
マ
イ
ア
ー
（
桜
井
健
吾
訳
）

「
社
会
秩
序
の
大
憲
章―

『
レ
ー
ル
ム
・
ノ
ヴ
ァ
ー
ル
ム
』

九
十
周
年―

」
 

ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
（
山
田　

秀
訳
）

編
集
後
記 

山
田　

秀

『
社
会
と
倫
理
』
第
十
一
・
十
二
合
併
号

（
二
〇
〇
一
年
）

特
集　

家
族
と
世
代
間
倫
理

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て―

そ
の
趣
旨
と
理
解

の
た
め
に―

」 

高
橋
広
次

「
家
族
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム―

親
孝
行
に
つ
い
て―

」

山
口
廸
彦

「
憲
法
問
題
と
し
て
の
家
族―

解
放
の
論
理
か
ら
統
合
の
論

理
へ―

」 

八
木
秀
次

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
補
っ
て
」 

高
橋
広
次

「
自
然
法
と
家
族―

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
家
族
と
世
代
間
倫
理
」

コ
メ
ン
ト―

」 

山
田　

秀

「
国
家
と
家
族
と
個
人
」 

島
本
美
智
男

[

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
特
別
寄
稿]

「
高
齢
社
会
を
迎
え
て―

介
護
保
険
の
理
念
と
現
実―

」

難
波
洋
三

「
結
婚
・
離
婚
・
一
夫
多
妻
に
関
す
る
イ
ス
ラ
ム
倫
理

『
社
会
と
倫
理
』
第
十
三
号
（
二
〇
〇
二
年
）

特
集　

メ
ス
ナ
ー
自
然
法
思
想

「
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
と
そ
の
法
・
国
家
論
の
意
義
」

 

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ャ
ン
ベ
ッ
ク
（
山
田　

秀
訳
）

「
社
会
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム―

社
会
転
換
期
に
お
け
る
基
本

価
値
と
原
理―

」

 

ル
ー
ド
ル
フ
・
ヴ
ァ
イ
ラ
ー
（
山
田　

秀
訳
）

「
オ
ン
ト
ロ
ギ
ー
と
メ
ス
ナ
ー
倫
理
学
（
一
）」水

波　

朗

「
自
然
法
と
経
済
倫
理
」 

野
尻
武
敏

特
集　

社
会
倫
理
の
伝
統
と
刷
新

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
当
た
っ
て
」 

山
田　

秀

「
I 

T
革
命
と
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
倫
理―

科
学
者
が
み
る
21
世
紀―

」 

小
柳
義
夫

「
社
会
回
勅
の
一
一
〇
年
」 

橋
本
昭
一

「
経
営
倫
理
の
新
し
い
展
開
」 

増
田
正
勝

「
所
有
倫
理
の
新
し
い
展
開
」 

島
本
美
智
男

「
家
族
倫
理
の
新
し
い
展
開―

高
齢
社
会
に
お
け
る
倫
理
と

政
策―

」 

高
橋
広
次

「
政
治
倫
理
の
新
し
い
展
開―

国
民
国
家
と
共
同
善
を
中
心

に―

」 

山
田　

秀

「
十
九
世
紀
的
精
神
の
継
承
と
二
十
世
紀
的
課
題
へ
の

対
応―

諸
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト―

」 

原
田
哲
史
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時
評
論
説

「
発
展
途
上
国
へ
の
融
資
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
利
子
に
関

す
る
伝
統
」 

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル

社
会
倫
理
の
基
礎

「
倫
理
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
経
済
」　

 

ジ
ョ
ン
・
ラ
ン
ガ
ン
（
中
矢
俊
博
訳
）

「
全
体
経
済
的
課
題
と
し
て
の
財
産
形
成
」

 

ア
ロ
イ
ス
・
オ
ー
ベ
ル
ハ
ウ
ザ
ー
（
増
田
正
勝
訳
）

編
集
後
記 

山
田　

秀

『
社
会
と
倫
理
』
第
十
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）

特
集　

和
解
・
記
憶
・
正
義―

真
実
究
明
委
員
会
の
法

と
倫
理―

「
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
挨
拶
」 

高
橋
広
次

「
法
に
よ
る
和
解
の
約
束―

南
ア
フ
リ
カ
の
真
実
和
解
委
員

会―

」

 

エ
ミ
リ
オ
ス
・
ク
リ
ス
ト
ド
ゥ
リ
デ
ィ
ス

 

（
宇
佐
美
誠
訳
）

「
正
義
・
和
解
・
民
主
制―
ク
リ
ス
ト
ド
ゥ
リ
デ
ィ
ス
教
授

へ
の
応
答―

」 

宇
佐
美
誠

「
真
実
究
明
の
実
績
と
展
望―

ク
リ
ス
ト
ド
ゥ
リ
デ
ィ
ス
先

生
の
講
演
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト―

」
マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル

論
説

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
補
完
性
の
原
理
」

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル

時
評
論
説

「
ク
ロ
ー
ン
羊
ド
リ
ー
の
誕
生
と
そ
の
後
」 

青
木　

清

「
近
代
国
家
没
落
論
を
め
ぐ
っ
て
」 

野
田
宣
雄

倫
理
学
講
義

「
ア
ガ
ペ
と
エ
ロ
ス
」 

山
田　

晶

社
会
倫
理
研
究
所
活
動
報
告 

高
橋
広
次

編
集
後
記 
山
田　

秀

『
社
会
と
倫
理
』
第
十
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）

論
説

「
家
族
と
子
ど
も
の
社
会
倫
理―

少
年
諸
法
制
を
考
え
直

す
た
め
の
基
盤
と
し
て―

」 

宗
岡
嗣
郎

「
オ
ン
ト
ロ
ギ
ー
と
メ
ス
ナ
ー
倫
理
学
（
二
）―

ア
ウ

グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
に
つ
い
て―

」 

水
波　

朗

「
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
と
〈
意
味
論
に
根
差
し
た
〉

議
論
」 

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
エ
ア
ト
ル

 

（
加
藤
泰
史
、
高
畑
祐
人
訳
）

「
科
学
技
術
者
の
美
徳―

工
学
倫
理
と
徳
倫
理―

」坂
下
浩
司

「
南
ア
フ
リ
カ
T 

R 

C
と
責
任
概
念―

ク
リ
ス
ト
ド
ゥ
リ

デ
ィ
ス
教
授
の
議
論
を
う
け
て―

」 

上
本
昌
昭

「
不
処
罰
と
共
同
体―

日
本
の
歴
史
的
文
脈
か
ら
見
た
南
ア

フ
リ
カ
の
T  

R  

C―

」 

高
橋
秀
治

「
真
実
和
解
委
員
会
の
成
功
と
失
敗―

再
応
答―

」

 

エ
ミ
リ
オ
ス
・
ク
リ
ス
ト
ド
ゥ
リ
デ
ィ
ス

 

（
宇
佐
美
誠
訳
）

論
説

「
オ
ン
ト
ロ
ギ
ー
と
メ
ス
ナ
ー
倫
理
学
（
三
）―

ト
マ
ス
・

ア
ク
ィ
ナ
ス
に
つ
い
て―

」 

水
波　

朗

倫
理
学
講
義

「
世
界
の
意
味
」 

山
田　

晶

社
会
倫
理
の
基
礎

危
機
に
立
つ
共
同
善―

政
治
的
苛
立
ち
と
改
革
の
必
要―

」

 

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ズ
ー
ト
ル
（
山
田　

秀
訳
）

書
評

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
ウ
ッ
ツ
著
、
島
本
美
智
男
訳
『
経
済

社
会
の
倫
理
』 

戸
田
信
正

活
動
報
告 

小
林
傳
司

編
集
後
記 

山
田　

秀
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『
社
会
と
倫
理
』
第
十
七
号
（
二
〇
〇
四
年
）

特
集　

生
命
倫
理

「
先
端
医
療
技
術
を
め
ぐ
る
生
命
倫
理
・
法
と
「
人
間

の
尊
厳
」―

生
命
の
発
生
の
周
辺
を
中
心
と
し
て―

」

甲
斐
克
則

「「
報
道
さ
れ
て
い
な
い
ふ
た
つ
の
出
生
前
診
断
問
題
」

と
「
不
可
視
化
す
る
出
生
前
診
断
」」

 

玉
井
真
理
子

「
人
格
主
義
の
生
命
倫
理
学
と
ヒ
ト
胚
の
尊
厳
に
つ
い

て
」 

秋
葉
悦
子

「
抽
象abstractio

理
論
に
つ
い
て
の
管
見―

秋
葉
先
生

の
ご
報
告
に
接
し
て―

」 

山
田　

秀

「
優
生
へ
の
ま
な
ざ
し―

台
湾
に
お
け
る
生
殖
技
術
の
実
践

を
例
と
し
て―

」 

張　

瓊
方

特
別
寄
稿
論
説

「
イ
タ
リ
ア
の
「
生
殖
補
助
医
療
に
関
す
る
法
律
」

（
二
〇
〇
四
年
二
月
十
九
日
の
法
律
第
四
〇
号
）

：

ヒ
ト
胚
の
人
格
と
法
的
主
体
性
の
承
認―

総
合
科

学
技
術
会
議
生
命
倫
理
専
門
調
査
会
最
終
報
告
書
「
ヒ
ト

胚
の
取
扱
い
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
」
へ
の
異
議―

」

秋
葉
悦
子

論
説

「
ヒ
ト
初
期
胚
の
道
徳
的
身
分
を
巡
っ
て―
ト
マ
ス
主
義

『
社
会
と
倫
理
』
第
十
六
号
（
二
〇
〇
四
年
）

論
説

「
応
用
倫
理
学
論
序
説―

担
い
手
、
方
法
、
名
宛
人
」

奥
田
太
郎

講
演

「
教
養
主
義
の
盛
衰
」 

竹
内　

洋

「「
歴
史
の
真
実
」
と
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ス
テ
イ
ト
」」

別
所
良
美

倫
理
学
講
義

「
行
為
と
能
力―

ト
マ
ス
『
神
学
大
全
』
第
一
部
七
八
問
一―

三
項
、
第
二
部
の
一
第
一
問
一
項
を
中
心
に―

」山
田　

晶

社
会
倫
理
の
基
礎

「
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
理
論
と
は
何
か
」

 

ア
ル
ト
ゥ
ル
・
ウ
ッ
ツ
（
山
田　

秀
訳
）

追
悼

「
真
正
ト
ミ
ス
ト
、
ト
マ
ス
水
波
朗
先
生
の
ご
逝
去
を

悼
む
」 

山
田　

秀

編
集
後
記 

山
田　

秀
・
奥
田
太
郎

倫
理
学
的
考
察―

」 

宮
川
俊
行

「「
人
の
胚
」
の
倫
理
的
地
位―

カ
ト
リ
ッ
ク
倫
理
神
学
の

立
場
か
ら―

」 

浜
口
吉
隆

「
技
術
者
倫
理
を
捉
え
な
お
す―

公
衆
の
安
全
・
健
康
・

福
利
の
た
め
に
何
を
す
べ
き
か―

」 

杉
原
桂
太

社
会
倫
理
の
基
礎

「
生
命
の
不
可
侵
性―

自
己
決
定
の
限
界―

」

 

ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ペ
ル
ト
ナ
ー
（
山
田　

秀
訳
）

「
自
己
決
定
へ
の
疑
問―

自
殺
す
る
権
利
と
か
望
ん
で
い
る

か
ら
殺
害
し
て
も
ら
う
権
利
と
か
存
在
す
る
も
の
だ
ろ
う

か
？―

」

 

エ
ン
リ
ケ
・
H
・
プ
ラ
ー
ト
（
山
田　

秀
訳
）

「
医
療
現
場
か
ら
見
た
死
の
介
添
え
と
緩
和
医
療
」　

 

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ボ
ネ
リ
（
山
田　

秀
訳
）

「
良
心―

倫
理
的
判
断
能
力
な
ら
び
に
人
格
的
責
任
の
源
泉―

」

 

エ
ー
ベ
ル
ハ
ル
ト
・
シ
ョ
ッ
ケ
ン
ホ
フ

 

（
山
田　

秀
訳
）

活
動
報
告 

小
林
傳
司

編
集
後
記 

奥
田
太
郎
・
山
田　

秀

『
社
会
と
倫
理
』
第
十
八
号
（
二
〇
〇
五
年
）

特
集　

公
正
と
平
和
を
求
め
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
趣
旨
説
明
」 

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
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『
社
会
と
倫
理
』
第
十
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）

特
集
1　

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
哲
学

「
ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
哲
学
と
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
教
説―

ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
に
着
目
し
て―

」

 

ハ
ン
ス
・
ヨ
ア
ヒ
ム
・
テ
ュ
ル
ク

 

（
山
田　

秀
訳
）

「
政
治
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
カ
ン
ト
的
共
和
主
義
の
対

話―

ロ
ー
ル
ズ
の
政
治
哲
学
の
課
題―

」 

神
原
和
宏

「
理
由
の
復
権―

公
共
的
理
性
に
基
づ
く
正
当
化―

」
福
間　

聡

「
ロ
ー
ル
ズ
正
義
論
と
伝
統
的
自
然
法
」 

山
田　

秀

論
説

「
着
床
前
診
断
の
ト
マ
ス
主
義
倫
理
学
的
考
察
」

宮
川
俊
行

特
集
2　

人
間
の
尊
厳

「
ノ
イ
マ
ン
教
授
懇
話
会
に
寄
せ
て
」 

高
橋
広
次

「
人
間
の
尊
厳
と
い
う
原
理
」

 

ウ
ル
フ
リ
ッ
ト
・
ノ
イ
マ
ン
（
井
川
昭
弘
訳
）

「
ノ
イ
マ
ン
教
授
「
人
間
の
尊
厳
と
い
う
原
理
」
へ
の

一
コ
メ
ン
ト
」 

高
橋
広
次

「
ノ
イ
マ
ン
先
生
ご
報
告
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」

井
川
昭
弘

「
科
学
的
合
理
性
と
社
会
的
合
理
性
の
間
に
立
つ
人
間

「
二
十
一
世
紀
の
国
際
社
会
と
国
連―

武
力
行
使
を
巡
る

問
題
を
中
心
と
し
て―

」 

山
田
哲
也

「
対
テ
ロ
戦
争
と
ア
ジ
ア
の
市
民
社
会―

暴
力
の
連
鎖
を

解
く
の
は
誰
か
？
」 

竹
中
千
春

「
ア
メ
リ
カ
が
保
守
化
し
た
背
景
お
よ
び
そ
の
外
交
的

イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」 

中
山
俊
宏

「
グ
ロ
ー
バ
ル
危
機
の
時
代
に
お
け
る
「
人
間
の
安
全

保
障
」
を
め
ざ
し
て―

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
多
文
化
共
生
・

都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
観
点
か
ら―
」 

羽
後
静
子

論
説

「
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
の
生
涯
と
著
作
」

山
田　

秀

倫
理
学
講
義

「
人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為
」 

山
田　

晶

書
評

松
田
純
著
『
遺
伝
子
技
術
の
進
展
と
人
間
の
未
来―

ド

イ
ツ
生
命
環
境
倫
理
学
に
学
ぶ―

』 

山
田　

秀

マ
イ
ケ
ル
・
シ
ー
ゲ
ル
著
『
福
音
と
現
代―

宣
教
学
の
視

点
か
ら―

』 

山
崎
裕
子

活
動
報
告 

小
林
傳
司

編
集
後
記 

奥
田
太
郎
・
山
田　

秀

の
尊
厳
」 

平
田
丈
人

「
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
の
自
然
法
論
的
考
察―

ノ
イ

マ
ン
論
文
を
め
ぐ
っ
て―

」 

山
田　

秀

「
人
間
の
尊
厳
と
人
間
の
生
命―

ノ
イ
マ
ン
教
授
「
人
間

の
尊
厳
と
い
う
原
理
」
に
対
し
て
の
コ
メ
ン
ト―

」
西
野
基
継

小
泉
信
三
賞
受
賞
記
念
祝
賀
懇
話
会

「
日
常
の
中
の
死　

尊
厳
あ
る
死―

「
福
岡
佐
織
さ
ん
小

泉
信
三
賞
受
賞
記
念
祝
賀
懇
話
会
」
を
開
催
し
て―

」

林　

雅
代

「
在
宅
介
護
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
、
在
宅
介
護
で
も
で

き
な
か
っ
た
こ
と
」 

福
岡
佐
織

入
賞
論
文
「
在
宅
介
護―

最
高
の
別
れ―

」 

福
岡
佐
織

社
会
倫
理
の
基
礎

「
尊
厳
の
尊
重
と
利
益
の
保
護
」

 

ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ペ
ル
ト
ナ
ー
（
山
田　

秀
訳
）

書
評

大
庭
健
著
『「
責
任
」
っ
て
な
に
？
』 

佐
々
木
拓

秋
葉
悦
子
訳
著
『
ヴ
ァ
チ
カ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
命

倫
理
』 

山
田　

秀

活
動
報
告 

澤
木
勝
茂

編
集
後
記 

奥
田
太
郎
・
山
田　

秀


